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Abstract
We have been conducting sensitive skin research for more than 50 years, when sensitive skin was not well known. The 

vulnerable stratum corneum barrier condition peculiar to sensitive skin is easily affected by various internal and external 
factors such as dryness, ultraviolet rays, pollen, air pollutants, and stress. And latest studies have also suggested that it is as-
sociated with temperature differences and skin-resident bacteria. In this paper, we will discuss our development of cosmetics 
for sensitive skin, which has been evolving by conducting research and development focusing on the vulnerable skin barrier 
unique to sensitive skin.
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1. は じ め に

敏感肌という言葉は，いまや一般的な言葉として認知
されているが，年々自分が敏感肌であると感じている
方が増えており，さらに新型コロナウイルス感染拡大の
影響により，ストレスや長時間のマスク着用などで肌荒
れを感じている方も増加している。以前にも増して，安
心・安全を求める意識や敏感肌向け化粧品への関心も高
まっているとも言える。当社は敏感肌がまだあまり知ら
れていなかった50年以上前から敏感肌研究を続けてお
り，時代や社会の変化とニーズに合わせた研究開発を
行ってきたが，本稿では当社の敏感肌用化粧品開発の変
遷について述べる。

2. 敏感肌とは

敏感肌という言葉は，皮膚科学の観点から言うと実は
明確な定義はなく，さまざまな外的／内的要因により異
常を起こしやすい肌を示す曖昧な言葉である。いわゆる
アレルギー肌やアトピー素因肌のような生まれつきの肌
質に加えて，環境に敏感に反応する肌状態，ストレスや
睡眠不足などのライフスタイルによって感じる肌の違和
感のようなものも含んだ，より感覚的，意識的な肌状態
を含んだ言葉であると言える（Fig. 1）。しかしそういっ
た肌ではおおむね（何らかの原因で）バリア機能が低下

した肌として説明され，共通認識が持たれていることが
多い。バリア機能は，角層細胞を包むタンパク質の膜
状構造コーニファイドエンベロープ（Cornified Envelop: 
CE），角層の細胞間脂質，角層細胞内のケラチンフィラ
メントといった強固な構造などが関与していることが報
告されている。また顆粒細胞のタイトジャンクションも
重要な役割を担っている。バリア機能の働きとしては大
きく2つの役割があるとされ，一つは体内の水分蒸散を
防ぐ機能，もう一つは外部刺激から守る機能である。角
層は約0.02 mmといったラップ1枚程度の厚さしかない
が，その中で水分を含んだ角層細胞がレンガのように積
み重なっており，その細胞と細胞のすき間をセメントの
ように埋めているのが，細胞間脂質と呼ばれる脂質であ
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Fig. 1. Factors for sensitive skin.




